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 令和５年４月に開校する呉市立天応学園の校歌及び校章（別紙資料１，資料２）が完成したの

で，情報提供します。 

また，天応小学校及び天応中学校の児童生徒に，下記の日程で校歌を披露します。 

 披露の際は，作詞者及び作曲者から校歌に込めた思いを児童生徒へ伝えていただくことにして

います。 

１ 校歌及び校章 

(1) 校歌

【作詞】

 天応小学校，天応中学校の児童生徒から，校歌で使用して欲しい「言葉」を募集し，集

まった言葉と地元が大切にする大事な言葉を用いることとして，天応地区の歴史に詳しい，

天応地区自治会連合会の友井会長に依頼 

【作曲】 

 平成３０年豪雨災害時に天応小学校に勤務しており，以前にも児童と一緒に作った曲が

天応にあった店舗で放送されていたこともあったことから，呉市教育委員会学校安全課の

奥村指導主事に依頼 

(2) 校章

 配色及び「天応」の書体を天応中学校 𠮷崎教諭（美術担当）に依頼し，生徒と共同で

制作 

２ 校歌披露 

  開催日：令和５年１月１３日（金） 

  時 間：１０時４０分から（小学５，６年生及び中学生） 

 １１時４０分から（小学１～４年生） 

  場 所：呉市立天応小中学校 体育館 

 呉市天応大浜２丁目１番６４号 

  対 象：児童生徒 

呉市立天応学園の校歌及び校章の完成について 



呉市立天応学園の校歌について
資料１
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【色に込めた思い】

【３枚のカシの葉と波の意味について】

呉市立天応学園の校章について

　天応は，山に囲われ，眼前には瀬戸内海が広がる。また，東の城山から登る太

陽は，西の江田島に沈む。こうした太陽の動きや四季の移り変わりに伴い，山や

海は，自然美しい豊かな表情を魅せている。

　そこで，この地に開校する天応学園のシンボルとなる校章には，山と海を象徴

する緑や青を用いた。そして，制定当初の校章のカシの木と瀬戸内海に託した人

間としての成長を，それぞれの中心から外に向かうグラデーションで表現した。

　天応中学校は校歌にも歌われているように，北に天狗城山，東には城山，南に

は天応山と三つの代表的な山に囲われている。これらの山々にすくすくと伸びる

カシの木に「高い理想と自覚」を託し，眼下に広がる鏡のような瀬戸内海に「無

限の夢と寛大な心」を望み，校章が制定されている。

　なお，天応小学校と同じ校章であることは，小，中学校の協力と連携を重視，

一体となって天応教育の発展を願う地域性が表れている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔昭和27年７月　校章・校歌制定発表〕

資料２


